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会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましょう

　　（昭和41年4月1日制定）
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こ
と
し
の
日
向
市
の
新
入
児
童
は

千
五
十
五
人
。

　
こ
の
中
に
は
、
財
光
寺
小
学
校
か
ら

分
離
独
立
し
、
レ
…
番
目
の
小
学
校
と

し
て
四
月
一
日
に
開
校
し
た
財
光
寺
南

小
学
校
の
百
二
十
一
人
の
児
童
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
千
五
十
五
人
の
よ
い
f
た
ち
を

迎
え
る
入
学
式
は
、
四
月
十
日
各
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
と
手
を
つ
な

い
で
の
登
校
i
。
最
初
で
最
後
の
胸

は
ず
む
す
ば
ら
し
い
日
。

　
緊
張
し
た
表
情
で
校
舎
に
入
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
受
付
を
す
ま
せ
、

胸
に
名
前
の
か
か
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
リ

ボ
ン
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
よ
い
r
の
顔

も
、
こ
こ
で
は
ゆ
る
み
ま
す
。

　
教
室
に
は
小
さ
な
机
、
小
さ
な
イ
ス

が
き
ち
ん
と
並
べ
ら
れ
、
よ
い
子
た
ち

は
、
さ
っ
そ
く
自
分
の
席
を
さ
が
し
て

着
席
。

　
机
の
上
に
は
、
イ
ン
ク
の
に
お
い
も

新
し
い
教
科
書
や
学
用
品
が
待
ち
か
ま

え
て
い
ま
す
。

　
式
場
で
は
、
先
生
や
上
級
生
、
父
兄

の
見
守
る
中
、
受
持
ち
の
先
生
か
ら
．

人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
、
　
h
は
い
」
と

大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
の
市
の
教
育
予

算
は
ト
四
億
円
。
う
ち
、
小
学
校
関
係

の
予
算
は
約
五
憶
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
将
来
、
私
た
ち
の
町
”
日
向
市
”
を

育
て
て
く
れ
る
こ
の
よ
い
子
た
ち
の

た
め
に
、
市
は
こ
ん
こ
も
学
校
建
設
、

体
育
館
や
プ
ー
ル
建
設
な
ど
、
教
育
施

設
、
教
育
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
す

す
め
て
い
き
ま
す
。
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…
あ
な
た
は
、
日
本
に
は
い
・

糟
た
い
ビ
れ
く
ら
い
の
種
類
の
鳥

7
い
る
と
お
思
い
で
す
か
．
－

正
解
は
約
κ
．
白
種
。

鼎
轍
　
地
球
ヒ
の
鳥
は
、
約
八
P
棟

紳
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
日

　
本
に
は
全
体
の
六
猷
ト
が
住
ん
で

　
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

騨

「
ハ
ダ
H
（
吾
種
）
と
い
、
つ
と
、

あ
る
い
は
、
意
外
に
少
な
い
な

あ
と
惑
じ
る
か
た
が
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

勲
　
と
こ
ろ
が
、
大
陸
な
ど
に
比

べ
ま
す
と
、
日
本
の
場
合
、
国

　
土
面
積
か
ら
い
っ
て
も
多

の
く
の
種
類
の
鳥
が
住
ん
で

7
る
・
と
に
な
る
の
だ
そ

讐
つ
で
す
。

鼎
　
そ
れ
は
、
　
．
つ
に
は
、

…
日
本
が
南
北
に
長
い
列
島

轍
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の

締
た
め
に
気
候
．
風
t
が
単

　
．
で
な
く
、
幅
広
い
豊
か

鞭

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

轍
鶯
い
る
か
ら
と
い
え
ま
し
よ

謄
・
．
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
、

締
い
ろ
い
ろ
な
鳥
が
住
み
つ
く
こ

　
と
カ
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し

勲　
よ
う
D

｝
私
た
ち
は
・
野
鳥
と
の
交
流

鰍

を
は
か
る
ヒ
で
、
願
っ
て
も
な

締
い
好
条
件
を
持
っ
て
い
る
と
い

轍
え
ま
す
。

　
さ
て
、
そ
の
野
鳥
と
の
交
流

7
す
が
・
ヨ
占
・
バ
や
ア
メ

7
カ
と
比
べ
ま
す
と
、
日
本
は

…
ま
だ
ま
だ
”
途
上
国
”
と
い
っ

　
た
段
階
に
あ
り
ま
す
。

轍
燗
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
は
、

…
人
間
と
野
鳥
と
の
交
流
に
長
い

愛すべき鳥たち
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
聯

　
公
園
に
は
多
く
の
野
鳥
が
住
轍

み
つ
き
、
市
民
が
ケ
え
る
パ
ン
轍

く
ず
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
つ
い
ば

む
光
景
が
、
ご
く
並
日
通
に
見
ら

れ
ま
す
。
市
民
と
野
鳥
と
の
自
騨

然
な
交
流
の
中
で
、
野
鳥
保
護
　

が
行
き
届
い
て
い
る
の
で
、
三

た
ち
も
安
心
し
て
”
羽
”
を
伸
　

ば
し
て
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
場
合
は
聯

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
鳥
は
人
を
恐
れ
、
そ
の
た
め
、

私
た
ち
の
日
口
に
触
れ
る
鳥
は
、

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
比
二

え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
鞭

－
う
な
ら
ば
、
鳥
は
八
間
に
　

と
っ
て
の
”
生
活
環
境
保
ム
七
”
　
聯

の
バ
ロ
メ
！
タ
ー
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
さ
て
、
来
月
卜
日
か
ら
ト
六

日
は
憂
鳥
週
間
L
で
す
・
鳥
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

と
人
間
の
共
存
　
　
野
鳥
保
護

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
私
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

ち
人
間
の
生
活
環
境
保
護
に
直
　

、
結
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
聯

お
亡
い
れ
穿
．
　
　
…

　
ま
た
お
宅
の
庭
先
き
に
野
鳥
糊

の
好
む
木
の
実
の
な
る
植
木
を
…

ぜ
ひ
．
本
。
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

て
極
端
に
少
な
い
の
が
現
轍

状
で
す
・
　
　
　
｝

ま
た
、
野
鳥
は
公
害
二

ど
環
境
の
変
化
に
敏
感
で
、
静

生
息
条
件
が
少
し
で
も
変
静

わ
る
と
、
寄
り
つ
か
な
く

な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
邑

味
か
ら
し
て
も
野
鳥
が
　
O

”
安
住
”
で
き
る
環
境
は

そ
の
ま
ま
人
間
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

も
快
適
な
生
活
環
境
と
い
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

輔
蓼
O
虚
’
撃
塁
琴
曝
O
O
毎
雛
辱
O
畢
畢
雛
睡
▼
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O
藍
▼
響
－
寧
疽
・
8
0
1
巳
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畢
蓼
－
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「
奪
1
、
蓼
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3月定停肺議会

　
昭
和
症
卜
四
年
第
．
回
B
向
市
議
会
（
．
．
．
月
定
例
会
）
は
、

．
・
．
月
六
日
か
ら
．
．
卜
．
．
日
ま
で
の
レ
ヒ
日
曜
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
は
先
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
市
長

か
ら
昭
和
丘
卜
四
年
度
の
市
政
基
本
方
針
と
重
点
施
策
の
発
表

を
は
じ
め
、
総
額
百
レ
．
一
億
百
1
，
八
万
円
に
の
ぼ
る
κ
卜
四
年

度
．
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
当
初
予
算
案
八
件
、

条
例
議
案
ヒ
件
、
県
決
処
分
の
報
告
一
件
、
名
誉
市
民
の
選
定

に
関
す
る
議
案
．
件
、
昭
和
丘
卜
．
．
．
年
度
の
補
正
予
算
案
六
件
、

あ
わ
せ
て
．
．
卜
．
．
．
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
請
願
や
陳
情
な
ど

の
審
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
．
卜
、
そ
の
お
も
な
も
の
に
つ
い

て
概
要
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
条
例
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。

◇
日
向
市
総
合
計
画
審
議
会
条
例
一

昭
和
四
卜
．
．
年
に
制
定
さ
れ
た
条
例

の
廃
止
乎
続
き
を
し
、
こ
ん
こ
の
計

画
策
定
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を

条
例
化
し
た
も
の
で
す
。
計
画
は
将

来
卜
年
を
め
や
す
に
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

園
　
の
．
．
．
全
総
、
田
園
論
い
巾
…
無
相
心
な
ど

激
変
す
る
杜
会
経
済
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
な
情
勢
を
考
慮
し
て
い
く
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
各
層
の

意
見
や
考
え
か
た
な
ど
も
じ
ゅ
う
ぶ

ん
取
り
量
れ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

◇
日
向
∵
巾
税
賦
課
徴
収
条
例
の
．
部

を
改
正
す
る
条
例
1
1
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
餐
務
に
伴
い
、
同
税
第
．

期
分
の
納
期
を
今
年
度
に
限
り
、
症

月
卜
日
か
ら
．
h
．
月
．
．
．
↑
．
日
ま
で
に

す
る
も
の
で
す
。

◇
日
向
市
蹉
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
一
財
光
寺
小
学
校

の
マ
ン
モ
ス
化
解
消
の
た
め
建
設
を

す
す
め
て
き
た
”
財
光
寺
南
小
学

校
”
を
条
例
に
定
め
る
も
の
。
財
光

芋
暫
卜
業
交
よ
ト
．
番
目
に
で
き
た

　
　
　
「
　
季
一

　
一
　
　
！

小
学
校
で
、
　
．
年
生
か
ら
κ
年
生
ま

で
か
各
．
．
．
ク
ラ
ス
の
ト
κ
学
級
、
六

年
生
が
．
一
ク
ラ
ス
、
特
殊
学
級
．
ク

ラ
ス
の
計
卜
八
学
級
、
児
竜
…
数
約
六

．
白
四
卜
人
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◇
日
向
　
市
奨
学
金
代
貝
付
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
i
基
金
の
額

、
，
繭
馨
，
醤
懇
懇
懸
、 　

　
一五
つ
の
目
標

　
衰

に
仔
算
肉幽豪耀
ナ乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
緑
と
太
陽
の
Ω
か
な
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
都
市
基
盤
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
’
岡
市
の
人
口
は
昭
和
．
1
1
卜
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
月
．
日
で
五
恋
し
f
．
白
卜
八
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
、
十
年
前
の
四
万
六
千
六
．
白
九

を
五
百
．
∴
十
万
円
か
ら
六
百
万
円
に
　
　
ト
九
人
に
対
し
て
．
、
十
．
．
・
．
．
．
智
の

増
額
し
、
奨
学
金
額
を
、
高
校
生
は
　
　
伸
び
を
．
鋭
し
ま
し
た
。

月
額
五
千
円
に
、
大
学
生
は
月
額
一
　
　
　
こ
れ
ら
人
口
増
に
対
応
し
た
都
市

万
円
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
　
　
計
画
事
業
、
道
路
整
備
事
業
、
公
園

ら
の
奨
学
金
は
、
新
し
い
奨
学
生
か
　
　
事
業
な
ど
中
心
に
、
次
の
よ
う
な
予

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
主
な
事
業
＊

　
そ
れ
で
は
、
次
に
昭
和
．
五
卜
四
年

度
の
予
算
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
以
、
▽
曽
根
土
地
区
画
整
理
事
業
一
し
r

κ
つ
の
基
本
方
針
①
緑
と
太
陽
の
　
．
・
　
七
百
万
円
。

豊
か
な
環
境
と
都
市
基
盤
の
整
備
。
　
「
▽
亀
崎
ヒ
地
区
画
整
理
餐
業
一
．
億

②
調
和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
　
　
　
　
　
二
F
万
円
。

③
あ
た
た
か
い
社
会
福
祉
の
充
実
。
㌧
、
▽
比
良
上
地
区
画
整
理
賢
業
1
1
．
億

④
心
の
ふ
れ
あ
い
と
人
ぞ
り
．
鰹
．
∴
芳
円

⑤
市
民
の
健
康
で
安
全
な
都
市
つ
く
雛
▽
財
光
寺
仙
ケ
崎
通
線
改
良
事
業
1

り
…
に
そ
っ
て
ど
の
よ
う
に
予
算
が
　
．
　
四
r
κ
．
白
万
円
。

肉
づ
け
さ
れ
た
の
か
を
以
ド
お
知
ら
　
　
▽
東
部
第
．
．
」
地
区
画
整
理
事
業
1

せ
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
．
r
万
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
照

　摂　ゆ
．調’ 響
．
、

唱
　
　
－

〔
写
真
は
開
校
し
た
財
光
寺
南
小
〕

　
▽
公
共
ド
水
道
事
業
－
一
．
億
六
f
万

　
麗
調
和
の
と
れ
た

　
　
　
　
産
業
の
振
興

　
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
て
以
来

L
「
五
年
を
経
過
し
、
誘
致
企
業
は
も

ち
ろ
ん
地
場
産
業
の
振
興
を
は
か
る

た
め
重
要
な
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

　
農
林
漁
業
、
商
工
業
な
ど
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
発
展
を
は
か
る
た
め
の

㌻
業
と
し
て
、
次
の
予
算
が
組
ま
れ

ま
し
た
。

　
　
　
＊
・
E
な
事
業
＊

▽
ほ
場
整
備
事
業
（
．
．
か
所
）
一
几
F

　
し
．
i
q
卜
，
．
．
、
J
H
」
o

　
ノ
！
一
μ
　
　
　
　
ノ
ー

▽
ほ
場
整
備
調
査
賢
業
－
．
．
．
百
ト
し

　
一
」
7
．
．
．
L
I
H
J
o

　
／
　
　
　
　
r

▽
広
域
農
道
整
備
事
業
　
四
f
r
し
百

　
q
L
l
L
、
、
」
．
．
．
r
l
H
J
Q

　
レ
　
　
　
／
ノ
　
　
　
　
一

▽
永
田
農
免
道
路
事
業
1
1
．
．
百
κ
卜

　
．
乃
円
。

▽
農
道
整
備
事
業
、
．
路
線
）
一
κ
百

　
．
、
　
．
　
曾
J
J
o

　
［
ノ
ー
ノ
P

▽
農
道
舗
装
事
業
一
六
路
線
．
1
1
．
．
一
f

　
k
．
一
．
．
L
「
口
『
．
J
」
r
H
J
け

　
ノ
r
　
　
　
　
　
μ
ノ
　
ノ
　
　
　
一

▽
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
砿
業
1
1
．
．
百
几

　
L
－
－
．
「
几
．
乃
r
－
q
。

▽
百
町
原
か
ん
が
い
排
水
事
業
調
査

　
セ
ー
．
1
・
　
‘
　
．
　
畠
「
げ
J
o

　
ぜ
l
r
　
　
　
ー
ノ
ー

▽
塩
見
谷
林
道
開
設
事
業
1
1
．
．
．
百
．
．
．

　
万
円
。

▽
山
口
林
道
改
良
事
業
一
r
百
四
卜

　
．
乃
円
。

▽
松
く
い
虫
防
除
事
業
　
六
百
六
卜

　
」
し
一
」
．
L
「
H
J
。

　
　
ノ
　
，

▽
公
有
林
整
備
雰
業
一
．
．
、
r
ヒ
百
κ

　
」
1
．
．
．
」
．
L
f
「
H
」
p

　
　
　
ノ
　
’

▽
築
磯
r
賢
一
症
百
四
卜
万
円
。

▽
漁
裳
施
設
設
置
補
助
金
一
．
．
百
．
．

　
卜
．
．
〃
u
り

▽
中
小
望
郷
振
興
融
資
貸
付
賢
業

　
．
㍍
H
い
　
．
「
1
．
」
弓
．

4

．
必
肇

　
　
，
㌧

謬rr

囲
あ
た
た
か
い

　
　
　
社
会
福
祉
の
充
実

　
今
日
の
福
祉
施
策
は
、
こ
れ
ま
で

の
金
銭
的
給
付
中
心
の
福
祉
行
政
か

ら
、
精
神
面
の
豊
か
な
心
の
福
祉
へ

の
転
換
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て

た
れ
も
が
健
康
と
生
が
い
を
も
っ
て

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ

う
な
事
業
と
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
＊
・
E
な
賢
業
＊

▽
精
神
薄
弱
者
職
親
委
託
事
業
お
よ

　
び
重
度
心
身
障
害
者
家
庭
奉
仕
事

　
業
一
四
百
．
．
卜
六
万
円
。

▽
敬
老
年
金
、
敬
老
の
日
記
念
品
お

　
よ
び
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
愛
の
訪

　
問
質
業
1
1
r
．
．
．
白
．
．
卜
．
κ
万
q
。

▽
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
お
よ
び
老
人
市

　
内
バ
ス
無
料
化
事
業
、
生
き
が
い

　
あ
る
老
後
づ
く
り
推
進
事
裳
等
－

　
「
．
．
だ
一
．
κ
」
1
．
．
．
．
」
．
・
．
n
I
H
」
。

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
場
整
備
1
1
丘

　
卜
．
乃
り
。

▽
重
度
心
身
障
室
目
児
年
・
金
お
よ
び
乳

　
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
等
一
．
億

　
．
κ
血
一
日
目
パ
目
．
κ
卜
－
川
、
．
乃
り
。

▽
母
r
世
帯
医
療
費
助
成
事
業
1
1
百

　
．
乃
円
。

▽
母
己
」
世
蹴
巾
生
活
つ
な
ぎ
－
資
金
貸
付

　
事
業
　
一
．
百
．
、
－
．
万
q
。

▽
私
』
口
重
芸
目
　
所
措
置
費
お
よ
び
児
み
蝦

　
福
祉
通
園
施
設
運
営
委
託
賢
裳
等

　
－
．
．
億
瓦
「
し
百
κ
卜
万
円
．

▽
私
疏
保
育
所
運
営
費
補
助
お
よ
び

　
私
疏
保
育
所
施
設
整
備
補
助
な
ら

　
び
に
心
身
障
害
児
通
園
交
通
費
補

　
助
金
等
1
ー
ヒ
湖
南
．
印
し
「
円
．

〉
生
活
・
住
宅
・
教
育
・
医
療
・
出

　
産
・
生
業
・
葬
祭
等
の
扶
助
費
目

　
托
音
い
川
－
「
托
ド
日
卜
－
．
．
．
．
「
々
．
．
r
目
」
．

　
麗
心
の
ふ
れ
あ
い
と

　
　
　
人
づ
く
り

　
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
1
豊
か
な
心

　
す
ぐ
れ
た
知
性
一
を
そ
な
え
た
心

身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
充
実
振
興
を
は
か
る

と
と
も
に
、
市
の
行
財
政
の
実
態
を

ふ
ま
え
て
．
長
期
展
望
に
た
っ
た
教
育

施
設
の
整
備
を
中
心
に
次
の
予
算
が

計
ヒ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
＊
主
な
肇
業
＊

▽
日
知
屋
東
小
学
校
増
築
賢
業
1
1
四

　
r
l
八
．
「
臼
四
」
一
．
斤
埴
ハ
L
一
田
目
。

▽
日
知
屋
東
小
学
校
屋
内
運
動
場
新

　
孤
収
賢
裳
一
．
億
L
ハ
百
L
I
L
し
万
円
。

▽
財
光
碧
南
小
学
校
屋
内
運
動
場
新

　
汎
献
事
業
一
．
億
L
ハ
ズ
日
L
l
酒
田
r
刀
円
。

▽
財
光
芋
南
小
学
校
プ
ー
ル
新
設
事

　
業
　
　
．
．
r
．
κ
．
白
し
－
・
八
．
乃
り
。

▽
校
庭
叢
り
鼻
1
1
・
出
卜
κ
万

　
　
r
μ

▽
各
校
整
備
L
賢
1
1
几
r
八
百
八
卜

　
八
．
「
刀
」
ハ
L
一
円
。

▽
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
賢
業

　
　
．
．
．
意
八
r
几
百
瓦
卜
．
、
．
．
乃
u
。

▽
小
倉
ケ
浜
運
動
広
場
照
明
施
設
暫

　
業
1
．
配
「
．
万
q
。

▽
美
々
津
運
動
広
場
整
備
事
業
1
し

　
一
一
．
」
．
．
J
J
。

　
ノ
r
－
ー
ノ
ー

▽
奨
学
基
金
増
額
一
し
ト
万
円
。

▽
自
治
公
民
館
建
設
補
助
〔
改
修
L

　
事
も
含
む
）
1
1
百
六
卜
万
円
。
「

▽
国
体
開
催
補
助
一
瓦
f
r
八
百
四
レ

　
」
益
万
し
し
一
円
。

▽
中
央
公
民
館
建
設
賢
業
（
年
度
中

　
に
老
母
の
肉
づ
け
を
し
瓦
卜
κ
年

　
度
完
成
・
r
定
一
一
百
万
円
．

▽
集
へ
球
建
、
設
賢
裳
費
　
p
し
百
し

　
．
　
．
J
J
り

　
ー
ノ
且

囲
市
民
の
健
康
で

　
　
　
安
全
な
都
市
づ
く
り

　
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
環

境
の
中
で
、
生
が
い
を
通
じ
て
明
る

く
健
康
な
生
活
を
い
と
な
む
こ
と
は

市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
各
種
検
診
事
業
の
ほ

か
、
母
r
保
健
推
進
嚢
業
、
ま
た

生
活
環
境
づ
く
り
や
災
害
防
止
の
た

め
、
次
の
よ
う
な
暮
裳
と
予
算
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
＊
主
な
事
業
＊

▽
母
r
栄
養
強
化
賞
業
（
ミ
ル
ク
の

　
無
料
配
布
）
ー
ヒ
ト
．
一
万
円
。

▽
各
腫
爵
防
接
種
等
医
療
材
料
購
人

　
費
一
f
．
．
．
愚
挙
・
九
万
．
．
．
f
r
H
」
。

▽
鉱
害
防
止
㌻
業
（
大
E
谷
廃
坑
し

　
や
断
言
r
事
）
一
四
F
．
」
百
万
円
。

▽
不
燃
物
処
理
場
建
設
狂
業
1
1
八
f

　
四
．
白
し
し
ト
・
し
し
万
H
」
。

▽
・
み
収
肇
㌦
百
八
卜
万
円

▽
大
気
汚
染
測
定
装
置
等
公
害
備
品

　
購
入
一
．
．
百
九
卜
．
．
万
．
鉦
r
円
。

▽
楡
ハ
学
用
’
目
動
甫
r
…
購
人
一
L
ハ
L
ー
ド
几
万

　
．
．
r
円
。

▽
防
火
水
槽
新
設
一
し
百
し
一
，
万
円
。

▽
ポ
ン
プ
自
動
直
「
…
購
入
一
κ
百
八
卜

　
．
」
．
J
J
o

　
’
ノ
H
「

▽
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
二
六
人
i

　
．
．
．
白
－
U
レ
盲
几
．
乃
H
」
。

▽
小
型
動
力
ポ
ン
プ
尊
人
一
．
．
百
ヒ

　
一
　
．
ワ
ー
u

　
ー
ノ
ー

▽
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業
（
細
島

　
地
区
と
櫛
の
山
地
区
）
一
し
百
万
円

▽
ド
水
溝
清
掃
補
助
金
1
1
百
し
ト
五

　
．
力
円
。

▽
目
向
・
三
郷
衛
生
施
設
組
合
分
担

　
金
・
負
担
金
等
一
．
億
八
r
κ
卜

　
．
．
二
八
r
円
。
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日
し

　
　
　
　
　
　
　
　
肛
ノ

　
つ
ぎ
に
、
議
へ
台
取
終
、
1
1
に
追
加
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
”
名
誉
南

民
”
の
選
定
に
つ
い
て
お
知
・
5
、
せ
し

ま
し
よ
う
、

　
名
誉
市
民
に
選
定
さ
れ
た
の
は
、

児
K
袈
裟
雄
氏
（
7
4
歳
一
前
市
長
｝

で
、
日
向
市
で
は
四
八
H
で
す
、

　
名
誉
市
民
の
称
号
は
、
公
共
の
福

祉
の
増
進
、
産
業
文
化
の
巡
展
ま
た

は
社
会
公
益
し
に
偉
大
な
貢
献
を

し
、
そ
の
功
績
が
顕
菩
で
あ
る
日
向

市
住
民
お
よ
び
日
向
レ
巾
に
縁
故
の
深

い
八
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
児
K
先
生
．
は
、
明
治
．
一
一
ト
し
年
κ

月
－
r
日
唱
岩
に
生
ま
れ
、
．
平
岩
・
響
常

高
等
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
後
、
文

四
人
目
の
名
誉
市
民
に

　　

@　

@
玉
袈
裟
雄
一

章
並
日
通
試
験
、
高
等
試
験
行
政
科
に

合
格
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
正

卜
．
．
．
年
岩
脇
村
k
日
・
記
を
ふ
り
出
し
に

宮
崎
県
辞
記
、
大
分
、
宮
崎
県
職
員

な
ど
を
経
て
、
昭
和
．
．
一
十
．
．
．
年
に
日

向
市
助
役
と
な
り
、
昭
和
四
卜
年
の

し
月
に
は
第
κ
代
日
向
市
．
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
財
政
再
建
団
体
の
U
干
期

解
消
、
経
済
…
基
盤
の
弱
い
曲
農
村
型
都

市
か
ら
L
業
都
市
を
め
ざ
す
た
め
に

新
産
業
都
卜
巾
指
｛
疋
の
獲
得
や
L
場
誘

致
に
日
夜
た
が
わ
ぬ
大
変
な
努
力
を

積
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
市
長
を
辞
任
さ
れ
る
ま

で
の
ト
一
．
年
間
、
新
し
い
時
代
に
対

応
す
る
郷
t
の
建
設
を
め
ざ
し
、
地

方
自
治
振
興
を
は
か
り
、
今
B
の
日

向
市
を
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　
名
誉
市
民
の
推
た
い
式
は
、
市
．
．
一

役
、
教
育
長
、
議
長
、
市
議
会
議
貝

と
市
の
課
長
な
ど
が
出
席
す
る
中
、

児
E
弘
r
婦
人
（
6
3
歳
）
も
同
席
し

て
、
四
月
六
日
午
前
十
　
時
三
十
分

か
ら
市
．
長
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
席
上
、
市
長

か
ら
「
名
誉
市

民
証
書
」
「
名

誉
市
民
年
金
証

蓋
」
「
名
誉
市

民
記
章
」
が
贈

ら
れ
、
ま
た
市

長
や
議
長
か
ら

の
お
祝
い
の
こ

と
ば
が
贈
ら
れ

ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

児
K
先
生
は
・
い
ま
な
お
日
日
市
m

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
日
向
市
森
・

林
組
合
理
事
組
合
長
、
日
向
市
観
光
・

協
会
会
長
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
皿

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
四
人
目
の
名
誉
市
民
児
玉
袈
裟
雄

　
氏
と
弘
子
夫
人
（
右
）
　
　
　
　
　
咽

　
国
体
は
冬
季
’
、
夏
氏
r
、
秋
季
の
各

大
会
が
あ
り
ま
す
が
、
宮
崎
国
体
で

は
夏
季
大
会
と
秋
季
人
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
季
大
会
は
四
市
町
の
会
場
地
で

．
．
．
競
技
．
．
．
若
五
．
百
人
の
選
ア
、
役
員

が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
秋
季
大
会
に
は
瓦
市
六

町
．
一
村
の
会
場
地
で
、
．
．
レ
八
競
技

に
　
万
六
千
五
．
白
人
の
選
手
、
役
員

が
参
加
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
体
開
、
閉
会
式
は
、
い

ず
れ
も
県
総
合
運
動
公
園
の
水
泳
場

（
夏
季
）
と
陸
上
競
技
場
（
秋
季
）

で
行
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
県
や
市
は
全
国
か
ら
訪
れ

　
　
　
　
　
　
　
る
選
r
、
ル
又
ー
ミ
よ

は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
に
よ

っ
て
”
鼎
か
な
心
を
育
て
、
じ
ょ
う

ぶ
な
体
を
つ
く
り
住
み
よ
い
郷
L
を

築
こ
う
”
と
い
う
．
．
．
つ
の
柱
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
践
的
な
活
動
と
し
て
は
、
笑
顔

の
あ
い
さ
つ
、
心
の
ふ
れ
あ
う
親
切

運
動
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
運
動
、

ち
り
の
な
い
美
し
い
郷
し
づ
く
り
運

動
、
道
路
愛
護
デ
ー
推
進
運
動
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
運
動
も
市
内
で

は
も
と
よ
り
県
内
全
域
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
秋
に
は
、
ソ
フ
ト
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
の
各
選
f
約
．
．
f
r
八
が
当
L
巾
を

訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
卜
巾
民
．
入
ひ
と
り
が
親
切
と
花
と

笑
顔
の
運
動
を
通
し
て
、
心
あ
た
た

か
く
歓
迎
し
、
そ
し
て
大
会
が
終
っ

て
日
向
市
を
去
る
選
予
一
人
ひ
と
り

の
胸
・
中
に
「
ま
た
日
向
市
を
訪
ね
た

い
　
　
そ
う
し
た
感
激
が
残
る
よ
う

な
国
体
に
し
た
い
も
の
で
す
．

伸
び
る
郷
L
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
県
内
九
市
六
町
．
．
村
（
六
卜
辞

会
場
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
が
行

わ
れ
ま
す
。
日
程
は
、
．
夏
季
大
会
が

孟
月
卜
六
日
か
ら
ト
悪
日
ま
で
、
秋

季
大
会
が
ト
月
∵
ザ
四
日
か
ら
ト
瓦
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
体
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か
一
－

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
、
市
民
総
参

加
、
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康

づ
く
り
を
基
盤
に
し
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
運
営

に
あ
た
っ
て
は
質
素
な
中
に
も
特
色

を
生
か
し
、
小
さ
な
r
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
の
生
涯
健
康
・
生
涯
教
．
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グ
ラ
フ
で
み
た

　
昭
和
κ
卜
四
年
度
の
．
般
八
ム
計
．
r

算
に
つ
い
て
は
、
．
．
ペ
ー
ジ
、
．
、
．
ベ

ー
ジ
に
わ
た
り
て
解
説
し
て
き
ま
し

た
が
、
つ
ぎ
の
図
表
は
、
そ
の
参
考

と
し
て
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
．
般
会
計
予
算
の
．
八
当
た
り
は

前
年
当
初
と
比
べ
、
約
し
「
四
百
円

増
え
約
レ
四
．
乃
．
「
円
と
な
り
て
い

ま
す
、

笑顔と親切と締菅締
一心ふれあうあいさつで

　
」
　
　
　
　
　
　
ノ
で
｝
一

も
ち
ろ
ん
、
す
べ

て
の
大
会
関
係
者

を
あ
た
た
か
い
・
い

で
迎
え
る
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
準
備

を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
国
体
を
成

功
さ
せ
る
大
き
な

柱
の
ひ
と
つ
に
県

民
運
動
が
あ
り
ま

す
。
　
「
日
本
の
ふ

る
さ
と
宮
崎
国
体

県
民
運
動
」
は
、

国
体
の
開
催
を
機

会
に
県
民
す
べ
て

が
そ
の
意
義
を
理

解
し
、
運
動
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ

り
郷
し
の
発
展
と

国
体
の
成
功
を
め

ざ
す
運
動
で
す
。

　
運
動
の
ね
ら
い

あ
と
百
七
十
七
日

秋
に
咲
く
花
を

　
植
え
ま
し
ょ
う

　
”
日
本
の
ふ
る
さ
と
宮
崎
国
体
”

ま
で
あ
と
百
ヒ
ト
し
日
に
な
り
ま

し
た
．
　
「
伸
び
る
心
、
伸
び
る
力
、

育
と
な
る
よ
う
な
、
宮
崎
の
風
ヒ
に

溶
け
込
ん
だ
”
日
本
の
ふ
る
さ
と
宮

崎
国
体
”
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
H
向
市
の
特
色
1
そ
れ
は
ど
こ
に

で
も
花
の
あ
る
町
－
秋
に
咲
く
花
の

種
r
や
球
根
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
秋
咲
く
花
を
！

㎝
●0

般
会
計
予
算

　
ま
た
、
市
税
の
．
人
当
た
り
の
負

担
は
、
前
年
よ
り
四
r
几
百
円
増
え

呵
．
〃
凋
「
q
と
な
り
ま
し
た
．

　
．
方
、
　
．
人
当
た
り
の
目
的
別
歳

出
を
見
て
み
ま
す
と
、
民
生
費
が
．
一
．

万
八
r
円
と
な
り
、
前
年
当
初
と
比

べ
．
一
「
瓦
．
白
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
、
前
年
、
歳
出
削
合
の
．
．
．
位
か
ら

へ
－
年
度
．
．
位
に
な
っ
た
教
育
費
は
、

現
時
点
で
は
．
．
r
円
弱
し
か
増
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
ご
補
助
が
つ
き

し
だ
い
、
増
加
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
ヒ
木
費
は
前
年
の
．
．
万
四

r
円
か
ら
．
．
万
．
r
円
へ
、
約
．
．
．
r

円
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

教
育
費
同
様
、
補
助
が
決
定
し
た
時

点
で
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

昭和54



4広報乙石”かm

謹難

学
校
生
活
の
規
則
や

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う

　
胸
を
は
ず
ま
せ
て
、
新
し
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
入
学
し
た
r
ど

も
た
ち
　
　
お
母
さ
ん
と
し
て
は
、

期
待
と
不
安
の
入
り
ま
じ
っ
た
お
気

持
ち
で
し
ょ
う
。

　
こ
と
に
、
初
め
て
r
ど
も
さ
ん
を

学
校
に
通
わ
せ
る
ご
家
庭
で
は
、

「
勉
強
の
で
き
る
素
直
な
よ
い
r
」

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
率

直
な
．
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　
何
よ
り
も
だ
い
じ
な
こ
と
は
、
ま

ず
r
ど
も
を
学
校
と
い
う
集
団
生
活

に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
r
ど
も
の
心
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
健
康
状
態
に
気
を

配
り
、
み
ん
な
と
仲
よ
く
や
っ
て
い

く
た
め
に
必
要
な
、
学
校
生
活
の
規

則
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
さ
せ

ま
し
よ
う
。

　
も
う
幼
稚
園
下
唇
代
の
甘
え
や
依
頼

心
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
用
便
、
洗
顔
、

食
暫
の
し
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
　
「
は

い
」
　
「
い
い
え
」
　
「
あ
り
が
と
う
」

「
す
み
ま
せ
ん
」
な
ど
は
、
き
ち
ん

と
．
．
．
面
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。　
ま
た
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

も
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
登
下
校
時
の

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
通
学
路

を
い
っ
し
ょ
に
何
度
か
通
っ
て
み
て

子
ど
も
さ
ん
や
友
だ
ち
、
上
級
生
に

も
危
険
な
と
こ
ろ
は
よ
く
教
え
、
　
．

人
の
と
き
で
も
往
復
で
き
る
よ
う
に

さ
せ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
と
く
に
、
忘
れ
も
の
を
し
た
と
き

な
ど
は
、
い
つ
も
の
通
学
路
以
外
の

と
こ
ろ
を
通
っ
た
り
、
あ
わ
て
て
い

て
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
危
険
が

い
っ
ぱ
い
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
学
用
品
な
ど
は
、
い
っ
し
ょ
に
確

か
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
お
母
さ
ん
は
、
学
校
を
信
頼
し
、

r
ど
も
さ
ん
に
は
、
学
校
は
楽
し
い

と
こ
ろ
な
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
持

た
せ
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
通
学
し
は
じ
め
て
か

ら
．
か
月
た
っ
た
こ
ろ
に
、
緊
張
感

な
ど
が
積
、
み
重
な
っ
て
ど
っ
と
疲
れ

が
出
て
く
る
も
の
で
す
。

　
疲
れ
の
症
状
と
し
て
は
、
朝
な
か

な
か
起
き
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
頭
痛

や
便
秘
、
ド
痢
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
動
作
が
鈍
く
な
っ
て

目
が
ど
ん
よ
り
と
し
た
り
、
顔
色
が

悪
く
、
家
の
中
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
よ

う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
そ
う
い
う
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
休

ま
せ
る
な
り
、
子
ど
も
が
や
り
た
い

こ
と
を
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ふ
ろ
に

い
っ
し
ょ
に
入
っ
た
と
き
と
か
、
食

後
の
団
ら
ん
の
と
き
に
、
学
校
の
こ

と
や
友
だ
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
、
よ

く
話
を
聞
い
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
だ
ん
か
ら
、
担
任
の
先
生
と
よ

く
連
絡
を
と
り
、
r
ど
も
の
よ
う
す

を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が

だ
い
じ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
き
ま
り
や
約
束
が
守

れ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
は
め
て
や
り
ま

し
ょ
う
。
守
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

し
か
る
前
に
r
ど
も
の
身
に
な
っ
て

た
と
え
ば
内
容
的
に
無
理
が
な
か
っ

た
か
ど
う
か
、
強
制
し
す
ぎ
て
r
ど

も
の
心
情
に
キ
ズ
を
つ
け
る
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
か
　
　
な
ど
の
点

を
よ
く
考
え
て
か
ら
、
適
．
切
な
助
一
、
．
．
口

を
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

柴
菅
菅
菅
上
菅
菅
＊
＊
菅
菅
菅
菅
菅
憩
苦
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
蔚
菅
菅
菅
菅
柴
柴
菅
菅
涛
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
静
菅
菅
菅
菅
野
菅
菅
躍
層
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
鮨
莞
菅
菅
菅
雪
害
柴
雪
害
＊
＊
菅
菅
菅
菅
菅
蔚
＊
密
密
菅

　
　
　
ラ
禦

ロロロ。ロ亀口
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ぐ
網
、

撃
事
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葛一口。口皿ロロ鳳。口顎鳥

サ撫

レ
市
初
の
街
頭
献
血

　
”
献
…
血
…
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
一
”

と
、
四
月
卜
κ
日
午
前
卜
時
か
ら
、

市
内
ヒ
町
で
日
向
市
初
の
街
頭
献
血

が
行
わ
れ
ま
し
た
、
こ
の
日
、
　
”
愛

の
献
血
’
を
し
た
人
た
ち
は
全
部
で

八
卜
．
人
。
ヒ
町
地
．
区
の
か
た
を
は

じ
め
、
中
に
は
買
物
に
出
か
け
て
き

て
呼
び
か
け
に
心
よ
く
応
じ
て
く
れ

た
市
外
の
人
も
い
表
し
た
．

　
街
頭
献
血
を
計
画
し
た
日
向
市
献

血
推
進
協
議
会
は
、
　
「
初
め
て
に
し

て
は
、
ま
ず
圭
ず
の
成
功
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
衝
，
唄
献
血
を
行
い
、
献
血

を
呼
び
か
け
狂
す
　
レ
一
活
し
て
い
ま

」
た
、

ことしで最後（？）か

　
こ
と
し
で
最
後
（
？
し
に
な
る
だ

ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
日
向
市
名
物

の
“
つ
つ
じ
祭
り
”
が
、
四
月
八
日

か
ら
ト
．
κ
日
ま
で
ワ
ロ
咀
碕
に
あ
る
H
’
司

迎
洋
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
八
日
は
、
あ
い
に
く
の
天

気
と
県
知
賢
・
県
議
選
の
投
票
H
と

重
な
り
市
民
の
足
も
に
ぶ
り
ま
し
た

が
、
最
終
日
の
ト
圧
日
は
八
r
人
の

花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
と

し
か
ぎ
り
の
“
つ
つ
じ
祭
り
”

さ
み
し
い
で
す
ね
。

▼幸福招くマラソン大会　
葎
の
恒
例
行
賢
と
な
っ
た
”
幸
福

壮
年
マ
ラ
ソ
ン
大
会
”
は
、
四
月
卜

五
目
、
市
内
外
か
ら
女
陀
口
入
を
含

む
百
．
、
．
卜
八
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
、

　
参
加
者
の
中
に
は
、
こ
の
大
会
の

最
高
齢
者
、
柴
山
清
さ
ん
孔
7
4
歳

宮
崎
市
）
を
は
じ
め
、
都
農
町
、
新

富
町
か
ら
た
婦
で
参
加
し
、
仲
良
く

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
ア
ベ
ッ
ク
組
も
あ

り
、
更
字
ビ
お
り
”
幸
隔
を
招
く
マ

ラ
ソ
ン
大
会
’
に
な
り
芸
し
た
u

交
通
三
悪
追
放

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
ル
ー
ル
な
ど
家
庭
で
の
話
し
合
い
を

　
κ
月
卜
一
日
（
金
）
か
ら
．
．
卜
日

（
H
）
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
い
っ

せ
い
に
”
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
”

が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
唯
点
目
標
は
、
つ
ぎ
の

．
．
一
点
で
す
D

　
①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者

と
く
に
r
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止

　
②
自
動
一
．
輪
躯
お
よ
び
原
動
機
付

自
転
屯
・
の
交
通
賢
故
防
止

　
③
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
推
進

　
昨
年
一
年
－
間
の
」
父
通
｝
事
故
死
者
一
数

日
r
し
．
二
八
卜
・
．
．
．
人
（
全
　
国
）
の
う

ち
．
．
〔
人
に
一
人
が
歩
行
者
で
、
な
か

で
も
中
学
生
以
下
の
f
ど
も
と
六
卜

歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
多
い
の
が
目

織　

だ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
躯
お
よ
び
原
動
機
付

自
転
車
乗
躯
中
の
死
者
も
、
前
年
に

比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
歩
行
者
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る

”
交
通
弱
者
”
の
死
者
は
、
四
千
七

百
八
卜
二
人
を
数
え
、
全
体
の
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
死
亡
事
故
を
ド
ラ
イ
バ
ー

の
運
転
管
理
の
面
か
ら
見
ま
す
と
、

酒
酔
い
運
転
、
笹
韻
免
許
運
転
、
　
ス
ピ

ー
ド
違
反
の
”
交
通
一
二
悪
”
に
よ
る

も
の
が
．
．
．
ト
一
．
．
音
に
も
の
ば
っ
て
い

ま
す
。

　
運
転
者
の
か
た
は
、
交
通
ル
「
ル

を
よ
く
守
り
、
つ
ね
に
“
ゆ
ず
り
合

う
”
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
急
が
な
い
こ
と
、
を
事

故
防
止
．
の
第
一
と
心
得
て
く
だ
さ

い
。　
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
み
な

さ
ん
、
無
理
な
横
断
や
急
な
飛
び
出

し
は
最
も
危
険
で
す
。
と
く
に
、
f

ど
も
と
お
年
寄
り
の
い
る
ご
家
庭
は

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
ふ
だ
ん
か

ら
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

大
型
車
は
や
り
す
ご
せ

左
折
時
の
事
故
多
発

　
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
、
左
折
時
の
事

故
が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
昨
年
の

大
型
自
動
車
の
左
折
事
故
に
よ
る
死

一
筆
ー
ー
…
峯

気
軽
に

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

し
し
一
．
）

忌
勃
．
）

上
”
プ
ー
T

O

亡
者
の
う
ち

自
転
屯
乗
車
中

“
、
　
　
‘
、
　

‘
　
・
L
　
　
　

…

カ
」
ノ
ー
I
r
．

智
、
つ
い
で
原

付
バ
イ
ク
乗
車

中
が
．
．
1
，
・
四

智
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
両
者

で
全
体
の
約
八

剖
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
事
故
原
因
は
、

ほ
と
ん
ど
が
大

型
自
動
躯
の
運

　
　
　
三
筆

嘱
腸
恕
鋤
得
ピ

・
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

・
不
親
切
な
あ
つ
か
い
を
う
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
識

者
の
中
か
ら
行
政
管
理
庁
．
長
官
が
委

　
．”

㍑

・
納
得
で
き
な
い

・
ど
う
し
て
よ
い
か
わ

　
カ
ら
な
し

・
こ
の
よ
う
に
し
て
は

し
い
　
な
ど
の
役
所
に

対
す
る
苦
情
や
相
談
の

処
理
を
親
身
に
な
っ
て

お
世
話
を
す
る
役
目

で
ポ
．

　
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
け
り
こ

う
で
す
か
ら
、
遠
慮
心
な
く
気
軽
に
ご

転
f
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

自
転
卓
や
原
付
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
自
転
屯
や
原
付
バ
イ
ク
は
躯
体

が
小
さ
い
の
で
、
大
型
晦
の
運
転
者

か
ら
は
見
え
に
く
い
左
後
方
の
”
死

角
”
に
入
り
や
す
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。
と
く
に
、
大
型
車
が
左
折

の
サ
イ
ン
を
出
し
た
と
き
は
、
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
す
な
り
止
ま
る
な
り
し

て
、
大
型
廓
を
や
り
す
ご
す
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

　
▽
自
転
車
や
原
付
バ
イ
ク
に
乗
る

と
き
は
、
目
に
つ
き
や
す
い
色
の
服

を
着
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
一
…

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無

料
、
親
切
、
秘
密
で
す
。

家
畜
診
療
は

　
　
　
共
済
組
合
で

　
昭
和
．
．
．
卜
配
年
か
ら
、
市
内
の
畜

産
農
家
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
「
家
畜
診
療
裳

務
」
が
、
．
．
．
月
．
．
．
卜
．
日
で
廃
止
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
こ
の
家
畜
診
療
は
、
富
高
汐

谷
崎
に
あ
る
日
向
地
区
農
裳
共
済
組

へ
口
の
診
療
　
所
、
君
一
③
一
．
．
．
．
．
．
一
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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強
こ
ん
な
に
利
用
さ
れ
て

　　

@　

@　

@
四
月
は
河
川
美
化
月
間

　
「
川
　
と
い
つ
目
菓
か
ら
、
と
ん

な
イ
メ
ー
／
を
・
d
か
へ
圭
す
か

　
満
々
と
水
を
た
た
え
悠
鉄
、
と
流
れ

る
川
、
ま
た
最
近
て
は
、
と
も
す
れ

ば
み
れ
て
き
た
な
い
川
を
想
像
さ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、

　
川
は
私
た
ち
の
唾
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
た
い
せ
つ
な
も
の
て
母

人
目
甲
の
巾
水
を
バ
女
口
に
流
卜
＆
せ
ご

水
∴
を
防
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
飲

料
水
、
一
業
川
水
、
農
業
用
水
と
し

て
必
要
な
水
を
供
給
ξ
る
な
と
、
昌

か
5
、
は
か
り
知
れ
な
い
因
心
山
心
を
受
け

て
い
ま
す

　
ま
た
、
魚
つ
り
、
川
甦
ひ
、
川
へ

り
て
の
苧
花
つ
み
、
昆
虫
採
集
な
と

白
壁
に
親
し
む
場
を
提
供
し
て
く
れ

る
ほ
か
、
河
川
敷
や
堤
防
の
1
丁
を

利
川
し
て
竹
ら
れ
る
広
場
て
は
、
ス

ホ
ー
ノ
か
呆
し
め
る
な
と
、
憩
い
の

場
噛
と
し
て
も
私
た
ち
の
4
活
に
は

い
る

欠
か
す
こ
と
の
て
菜
な
い
も
の
に
な

り
圭
し
た

　
し
か
し
、
　
乃
て
、
こ
の
川
一
－
も

二
承
知
の
k
一
に
都
巾
化
の
波
か
押

し
あ
せ
こ
き
て
、
旧
り
し
に
伯
結
一

る
川
の
面
影
か
薄
れ
て
き
て
い
る
こ

と
も
事
失
の
よ
っ
て
す
、
た
と
え
は

川
の
水
か
ゐ
染
さ
れ
、
伯
、
の
委
を
み

る
こ
と
の
て
き
な
く
な
、
た
川

　
こ
の
”
母
な
る
川
”
を
ゐ
4
こ
と

は
、
す
な
わ
ち
私
た
ち
の
ー
ー
活
自
体

を
み
す
こ
と
に
つ
な
か
る
の
て
中
、

　
和
た
ち
の
4
活
に
）
る
お
い
を
与

え
て
く
れ
る
水
と
緑
の
オ
ー
フ
／
ス

ペ
ー
ス
は
、
な
ん
と
し
て
も
私
た
ち

自
身
り
の
丁
て
戸
」
り
ぬ
き
た
い
も
の
て

ξ　
四
月
は
「
河
川
丈
化
月
間
　
に
な

っ
て
い
ま
す
、
　
”
履
活
の
川
”
て
あ

り
，
剋
い
の
川
”
て
も
あ
る
河
川
を

た
い
し
に
し
ま
し
塁
一

≡
≡
≡
…
＝
≡
一
＝
＝
≡
≡
≡
＝
≡
＝
一
＝
＝
＝
≡
≡
≡
…
＝
一
＝
≡
＝
≡
≡
≡
＝
＝
一
＝
≡
＝
≡
≡
≡
＝
＝
一
二
≡
ニ
＝
≡
＝
…
≡
一
≡
＝
≡
≡
＝
≡
＝
一
≡
≡
＝
≡
≡
≡
≡
一
三
＝
＝
≡
＝
ニ
＝
ニ
＝
一
≡
ニ
≡
≡
＝
≡
≡
一
，
≡
≡
≡
＝
≡
…
一
＝
＝
…
≡
≡
≡
≡
一
＝
…
≡
≡
≡
≡
｝
＝
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
三
㎜

　
d
1
1
時
代
の
初
期
に
竹
ら
れ
、
磁

定
さ
れ
た
1
三
一
藺
と
い
つ
身
分
は

乱
川
幕
用
の
楮
力
を
維
妨
寸
る
た
め

に
、
そ
の
助
代
の
経
磧
の
担
い
丁
て

あ
る
農
民
を
強
力
に
支
配
す
る
こ
と

か
H
的
で
し
た
．

　
そ
の
理
由
は
、
農
民
か
臼
貞
〔
税
）

の
4
丙
名
て
あ
り
、
当
時
の
H
本
の

総
人
口
の
八
割
か
ら
几
割
を
占
め
て

い
た
か
ら
て
す
。
　
つ
ま
り
、
農
民
か

臼
貞
を
納
め
な
く
な
っ
た
り
、
八
口

の
　
割
に
も
満
た
な
い
支
配
階
級
と

し
て
の
武
一
に
反
抗
す
る
製
う
に
な

る
と
、
武
i
階
級
の
支
配
構
造
は
も

ち
ろ
ん
、
徳
川
幕
府
も
崩
壊
し
て
し

ま
う
か
ら
て
す
。

　
て
す
か
ら
、
農
民
は
形
式
的
に
は

武
一
階
級
に
つ
く
も
の
と
さ
れ
ま
し

た
か
、
実
質
的
に
は
き
わ
め
て
劣
悪

な
三
雲
条
糾
の
中
に
お
か
れ
ま
し

た
。
農
民
の
劣
悪
な
4
活
条
僧
は
、

と
か
て
き
ま
す

　
こ
の
「
御
触
鮮
日
』
に
よ
り
ま
す
と

農
民
に
対
ヶ
る
度
の
過
ぎ
た
増
曜
と

節
約
の
押
し
つ
け
か
そ
の
基
本
と
な

っ
て
い
ま
す

　
た
と
え
は
「
酒
茶
を
買
い
、
飲
み

申
す
ま
し
く
候
，
夏
r
も
同
然
の

儀
」
　
「
甲
乃
は
屋
敷
の
周
り
に
竹
木

を
柚
え
、
卜
菓
な
り
と
も
取
り
、
薪

同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う

⑪

に
“
る
へ
く
候
，
飢
饅
の
と
き
を
石
川

し
出
し
候
へ
は
、
人
）
の
菓
、
小
▽
…

の
菓
、
小
角
V
の
菓
、
了
の
落
菓
な
…

と
む
さ
と
捨
て
候
義
は
勿
体
な
き
事
…

に
候
L
　
「
家
i
～
供
卜
人
溜
ま
て
小
…

断
は
な
る
は
と
疎
飯
を
食
つ
へ
し
　
…

佃
し
田
畑
を
あ
こ
し
、
川
を
杣
え
　
川

稲
を
刈
り
、
ひ
と
し
お
刺
ー
ー
折
り
申
弓
川

時
分
は
、
か
た
ん
売
り
少
し
食
物
を
…

女
り
“
り
沢
山
に
食
わ
せ
遣
い
申
弓
…

へ
き
候
　
そ
の
心
付
あ
れ
は
精
を
出
…

す
も
の
に
候
事
」
　
「
白
如
は
衣
類
の
…

義
、
布
木
綿
七
り
ほ
か
は
、
帯
、
き
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

も
の
畏
に
も
“
る
ま
し
き
宇
」
な
と
…

ま
た
い
い
は
う
て
、
　
「
み
め
豪
き
女
㎜

か
な
り
と
も
・
人
の
こ
と
お
ろ
か
に
…

召
し
、
人
茶
を
飲
み
、
物
ま
い
り
遊
…

糾
す
き
オ
る
女
房
を
離
別
ホ
へ
し
一
　
…

］
田
畑
を
も
多
く
持
ち
申
さ
ケ
身
一
㎜

成
り
か
ね
候
も
の
は
、
r
供
多
く
血
川

は
は
八
に
も
呉
れ
、
圭
た
奉
公
を
も
…

い
た
さ
せ
、
角
中
の
。
一
の
秘
り
…

を
」
く
考
え
申
5
へ
㍉
争
　
な
ヒ
に
1
1

十
、
て
は
、
人
桁
袖
、
硯
も
は
な
ほ
た
…

し
い
も
の
か
あ
り
芸
一
　
　
　
…

　
川
は
4
き
も
の
て
ξ
　
自
浄
伯
用

と
し
ノ
も
グ
カ
諺
り
皇
弓
　
1
1
存
伯

川
ヒ
は
、
川
か
ゐ
謁
レ
一
い
一
肋
気
か

ら
回
復
し
集
一
と
ホ
る
努
わ
レ
一
い
え

る
て
し
ょ
，

　
も
ヒ
も
こ
の
自
1
7
主
用
は

パ
ラ
　
／
ス
の
レ
一
れ
た
－
目
鉄
、
の
4
能
し
系

の
穿
て
は
し
め
て
円
能
ご
4
　
お
女

り
一
み
れ
5
殴
る
ヒ
杓
気
は
冶
b

4
、
　
”
免
ん
だ
川
’
i
な
、
．
・
L
業

い
虹
一

　
＼
れ
い
な
川
を
次
代
に
引
猷
継
く

た
め
に
も
川
に
ー
ミ
や
ん
－
㌔
か
ん

み
物
な
と
捨
て
る
こ
レ
一
は
や
め
た
い

も
の
ご
ポ

意　
　
十

握　
　
り

亡識を

げよう

献血推進会議

みんなで働
盛

　
医
療
に
必
要
な

血
液
を
攻
定
供
給

す
る
た
め
の
対
策

に
、
献
血
に
協
力

　
　
　
　
　
　
ト

し
て
も
b
ズ
る
串

Ψ
爪
．
肋
の
開
拓
、
臼
日

民
の
献
血
組
織
つ

く
り
に
取
り
く
み

　
人
て
も
多
く
の

献
血
を
擢
巡
し
ょ

・
つ
　
　
　
　
と
〕
　
日
’
口

巾
献
血
据
巡
協
議

ヘ
ム
　
（
へ
台
k
－
日
’
同

巾
k
）
は
、
こ
の

は
と
市
村
ヘ
ム
福
柑
会
館
て
対
策
会
議

を
旧
用
き
ま
し
た

　
日
赤
県
血
液
セ
／
タ
ー
の
説
明
て

は
、
冨
崎
医
科
人
の
開
設
な
と
て
、

医
療
川
血
液
の
ゐ
要
は
人
幅
に
伸
ひ

セ
ン
タ
ー
発
足
当
時
は
月
間
八
白

本
あ
れ
は
足
り
る
は
と
た
っ
た
も
の

か
、
ハ
ー
　
向
は
月
　
司
川
、
r
本
て
も

や
、
と
、
i
数
向
の
間
に
1
1
稲
も
増

え
て
い
る
と
旧
し
て
い
ま
す

　
ま
た
、
現
石
の
ゐ
要
に
こ
た
え
る

た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
　
日
当
た

り
白
一
本
の
一
画
抹
血
を
失
脚
し

な
い
と
、
づ
久
全
仙
n
砥
伽
日
甲
と
は
い
え
な

い
ヒ
も
亮
閃
し
て
い
圭
弓

　
こ
ノ
し
た
占
要
に
対
応
4
る
た
め

蔵
六
か
月
児
検
診

　
五
月
の
一
歳
六
か
月
児
の
健

康
診
査
は
、
γ
先
月
i
七
日
の
ノ
i

後
一
蒔
三
レ
分
か
ら
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
回
訓
町
）
て
行

い
ま
す
。

　
短
象
幼
児
は
、
昭
和
五
雪
一

年
十
月
．
日
か
ら
ト
月
，
．

イ
B
ま
て
に
生
ま
れ
た
イ
と
も

て
す
。母

r
健
康
誤
脹
を
O
い
れ
ず
に

そ
の
対
策
か
急
か
れ
て
い
ま
す
か
、

そ
の
乃
法
と
し
て
は
過
ム
に
協
力
し

て
も
ら
っ
た
事
業
肋
、
ま
た
従
業
貝

h
一
人
以
一
の
事
業
．
所
な
と
を
対
累
家

に
、
訪
問
、
献
血
へ
の
協
力
を
要
、
川

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
こ
ん
こ
・
巾
民
ひ
と
り
ひ
と

り
の
献
血
層
識
を
成
m
り
一
け
て
い
く

た
め
、
区
、
公
民
館
の
中
に
献
血
組

織
つ
く
り
を
擢
巡
5
1
る
こ
と
も
決
め

一、

黷
ﾜ
し
た

　
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
い
っ
か
あ
な

た
の
友
人
の
知
り
あ
い
の
人
か
、
血

液
を
必
要
と
弓
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
　
献
血
の
て
き
る
か
た
は
、
ヶ
す

ん
て
二
協
力
く
た
さ
い

”8一叩’ u　　細　｝””㎜” 軸
軸
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降
噂
噂
陶
噂
鞠
「
軸
鞠
隔
鞠
陶
し
軸
軸
陶
「
隔
隔
陶
匂
軸
「
、
「
亀
軸
隔
辱
陶
剛
鞠
燭
鞠
尊
隔
剛
陶
り
陶
亀
鞠
鞠
鞠
腎
隔
鞠
鞠
鞠
腎
亀
鞠
「
鞠
ぐ
鞠
し

　
六
川
－
几
臼
言
曳
な
　
）
　
月
　
i

八
日
、
　
代
将
壕
家
光
の
と
き
に
発

せ
ら
れ
た
、
慶
攻
御
触
μ
訓
に
仁
っ

て
、
そ
の
実
体
を
つ
ふ
さ
に
知
る
こ

1
差
別
を
な
く
す
た
め
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

を
買
わ
ぬ
よ
う
に
什
る
へ
き
宇
し
と

い
う
の
か
ら
「
白
姐
は
分
別
も
な
く

ポ
え
の
考
え
も
な
き
も
の
に
似
ゆ
え

秋
に
な
り
候
え
ば
丞
雑
穀
を
も
さ
と

友
r
に
も
食
わ
せ
似
、
い
つ
も
d
月

　
月
　
月
時
分
の
心
を
も
ち
、
食
物

を
人
切
に
“
る
へ
く
候
に
つ
き
、
箱

穀
曽
　
に
候
あ
い
た
、
木
栗
稗
茉
人

　
　
へ

そ
　
愚

　
　
’
㌦
’
γ
ノ

寒　
　
一

摺
　
【
間
】

（
い

不
況
対
策
推
進
協
議
会

具
体
的
な
打
開
策
を

小
汁
業
種
ド
な
、
て
い
る
繊
締
、
鉄

鋼
関
係
な
レ
一
か
ら
の
代
人
か
出
席

仁
義
八
ム
は
、
二
ん
こ
月
　
回
の
胡
合

て
階
き
・
企
業
の
失
態
を
つ
か
み
・

対
策
を
州
定
L
あ
，
二
と
に
し
r
、
お

り
、
二
の
ほ
力
企
業
誘
致
、
k
F
業
の

，
，
気
d
拡
人
な
レ
の
U
刈
“
れ
一
取
り
組
ん

で
い
く
こ
ピ
ー
し
て
い
芸
5

　
k
ひ
く
構
竜
小
記
ド
し
り
、
巾
内

こ
ト
　
ー
ー
1

電

4

根
そ
の
ほ
か
何
に
て
も
矧
穀
を
竹
り

木
を
多
く
食
い
つ
ふ
し
候
わ
ぬ
よ
一

w：篭

　
国
民
’
舛
令
の
保
険
料
は
毎
向
日
同
く

な
り
麦
う
か
、
な
ぜ
一
か
る
の
て
し

仁
一
か
　
他
の
’
弓
↑
は
ピ
ー
な
の
て

し
ょ
ノ
か

　
　
【
答
】

　
国
民
’
弓
令
は
昭
和
　
一
六
向
に
発

｝
足
し
圭
し
た
当
時
の
保
険
料
は
、

月
額
白
毛
　
　
一
1
1
成
以
一
は
白
1
1

｝
1
一
　
て
し
た
カ
　
一
－
1
几
向
几
月

か
り
は
月
額
「
白
円
に
な
り
ま

す
、
　
と
）
し
て
こ
の
郵
）
に
何
－
砧
に

も
な
　
た
の
力
考
え
て
み
豪
し
ょ

”｝
ノ”
国
民
’
弓
令
は
成
を
ヒ
、
た
り
、
楠

…気
や
ケ
カ
か
も
ヒ
て
無
i
尋
者
一
な
，

　
　
　
　
　
　
　
　
1

”
た
り
、
人
一
－
先
だ
た
れ
て
～
ゴ
家
庭

”
に
な
、
た
り
し
た
と
悔
な
ヒ
に
収
人

か
少
な
く
な
り
ま
4
の
て
、
4
↑
に

岬
k
り
硅
話
の
保
障
を
は
か
ろ
一
と
い

皿　
つ
も
の
て
」

”
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、

㎜
レ
三
ろ
．
、
制
度
発
足
当
日
は

向
令
を
も
ら
，
八
も
三
二
に
少
な
く

そ
の
額
も
ほ
ん
の
ち
ょ
、
ひ
り
た
、

辮
織
懸

一
に
な
ら
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
、

　
こ
の
L
，
な
’
弓
令
を
迄
え
る
た
め

に
、
国
は
国
議
負
担
金
ヒ
し
て
、
お

令
を
出
し
て
い
ま
す
か
、
み
な
さ
ん

に
も
保
険
料
を
納
め
て
も
b
，
て
い

皇
ホ
　
そ
し
て
、
現
呑
あ
る
い
は
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

未
の
川
民
’
冠
↑
制
度
を
祖
持
し
ご
い

く
た
め
に
は
、
ヘ
ー
の
と
こ
ろ
少
し
ず

つ
保
険
利
を
一
け
て
い
か
さ
る
を
得

な
い
わ
け
な
ん
て
諦
9
。

　
こ
こ
て
、
ヘ
ム
村
に
勤
め
て
い
る
八

か
加
人
し
て
い
る
厚
4
胴
金
と
比
へ
”

て
み
圭
し
上
，
　
厚
4
臼
令
（
は
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

保
険
料
は
給
料
琵
例
L
（
多
一
な
…

り
ま
づ
　
そ
し
て
ヘ
ム
紐
と
本
人
か
Ψ

分
す
つ
負
押
し
ま
ぐ
か
、
給
料
か
一

〃
円
て
は
保
険
判
か
瓦
「
白
円
、
ー

ー
リ
リ
戸
」
よ
　
　
　
ー
ワ
　
　
r
l
、
一
　
1
　
　
一

，
ノ
i
　
r
　
　
声
ヒ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
／
r
’
i
I

に
な
り
棄
ξ
　
て
5
か
ら
、
本
・
人
負

担
分
た
け
．
・
も
川
民
向
↑
し
り
か
な

り
尚
い
額
を
納
め
て
い
る
わ
け
て

弓

繕
…
…
…
…
臨

　　　た　 i：　り　　も　イ1犬　　［　1
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は

し月

めの
’危

藺会
i式
会に
、1こ口

戸1【　’

　’甲

議生
川州
’k

ノL　1巳lJ　lよ　巾　ビ兄り」し

まレ傷ヒ上く対さ牛～
し　“義　ll　　　策　れ　定

た 会ドリか招たイ・
卜i｝臼　発亘f一　日　イ兄

イ芳　I　l辻　1島　【rlj土着

1，，，ゴやし、1義巾卦浴

び〉　聾義　　峯　　ゴこ　1二　4）

看μ斤し　　’1」U

板のた会　1万
力・メ！、　カ・1く　月　括il

カ・隈j　、　・　ネ㌧　巾

［γ　に　こ　日　1｝】　に

・，　’グ）1司イ・イ旨

の
中
小
企
Ψ
へ
や
綿
…
島
臨
海
1
Ψ
～
地
川
揃

に
巡
出
し
て
い
る
企
業
か
、
閉
鎖
や

操
業
短
稲
々
」
強
い
ら
れ
、
四
区
に
巡

出
を
旨
定
し
て
い
る
東
洋
コ
ム
や
旭

化
成
も
着
1
の
め
と
か
つ
い
て
い
な

　
国
民
向
令
も
厚
4
窺
金
ヒ
同
し
女

一
な
保
陣
を
め
ざ
し
て
い
表
弓
の
て

こ
の
し
）
な
こ
ヒ
を
し
ゅ
一
か
ん
こ

理
解
…
い
た
だ
い
て
、
納
瞠
り
内
に
納
脚
め

て
い
た
た
く
よ
一
お
顛
い
し
ま
す
，

い
汰
態
て
、
そ
の
目
へ
体
的
な
羽
開
策

を
め
さ
し
て
本
腰
を
入
れ
て
い
こ
ノ

と
う
る
も
の
て
す
、

　
こ
ん
こ
は
、
延
岡
・
巾
小
況
対
策
協

と
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
川
や
県
、

　
　
　
　
　
　
　
企
業
に
対
し
て
強

力
な
働
き
か
け
を

し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た

　
同
協
義
会
は
、

巾
k
以
卜
、
各
界

「
三
会
、
掬
一
会

議
噺
、
企
業
、
萄

店
会
、
↑
融
、
学

識
経
験
者
　
の
代

人
て
構
成
さ
れ
ご

い
亥
φ
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家
計
簿
を

　
　
　
　
っ
け
ま
せ
ん
か

　
月
商
一
水
醒
課
は
、
家
庭
の
奥
筈

ん
か
た
に
、
や
り
飾
り
i
f
一
な
、

て
も
ら
お
－
レ
、
啄
討
簿
ル
抽
料
ザ
、

配
布
し
ま
噂

　
毎
日
き
ち
ん
レ
・
家
討
簿
を
つ
け
る

こ
と
て
、
4
砧
設
一
か
た
か
、
や
母
く

な
り
、
将
火
・
の
た
め
に
も
何
か
レ
役

だ
つ
こ
と
は
目
一
ま
て
も
あ
り
ま
せ

ん
八
－
か
り
、
家
i
田
簿
を
つ
け
．
、
み

よ
・
一
と
思
、
て
い
る
奥
さ
ん
か
ノ
は

ヒ
し
ヒ
し
お
申
し
込
み
く
た
さ
い

　
　
バ
ス
を
利
用
し
て

　
　
　
　
施
設
の
学
習

　
県
は
、
県
政
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
り
い
　
学
習
駈
る
こ
ヒ
て
県

政
施
策
の
浸
透
を
は
か
ろ
つ
一
　
ヒ

、
移
動
県
民
学
校
L
を
開
設
ξ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
目
ハ
体
的
な
事
例
に
つ
い

て
観
察
し
て
も
り
つ
た
め
、
県
ま
た

は
県
に
関
係
の
深
い
施
設
の
中
か
り

適
当
な
も
の
を
選
定
し
、
ハ
ス
を
利

川
し
た
二
字
、
字
習
を
’
臼
つ
も
の
て’

‘　
こ
の
移
動
県
民
，
～
枝
の
募
集
要
領

は
つ
㌔
の
ヒ
わ
り
て
一

〉
募
集
短
員
1
1
　
一
人
智
度

〉
失
施
時
期
　
h
月
卜
旬
頃

〉
経
費
1
ー
ハ
ス
代
、
昼
食
は
県
ぜ
、
負

　
日
　
　
♂
ま
弓

　
4
一

＞
ア
ー
ス
　
県
広
報
公
聴
課
濯
、
・
沢
定

　
一
一
土
ナ
5

＞
比
募
乃
法
－
四
月
木
日
ま
て
に
、

　
巾
仏
報
係
へ
お
申
し
込
み
く
た
さ

　
い
，
定
口
貝
に
な
り
し
た
い
締
切
り

　
ま
寸
の
て
、
日
一
目
一
．
ピ
ー
そ

　
な
お
、
，
～
習
施
設
の
お
も
な
も
の

を
ご
紹
介
㌧
て
お
き
ま
弓

　
〉
消
費
4
活
セ
・
タ
ー
　
▽
総
合

博
物
蝕
　
V
占
鴇
“
軌
娼
植
物
園

▽
1
業
試
験
場
　
▽
身
体
陣
－
口
者
総

八
口
福
…
制
セ
ン
タ
ー
　
▽
林
業
試
験
幽
吻

V
水
鯉
試
験
場
　
V
総
合
連
動
公
園

な
レ
一
か
r
止
卸
・
れ
〆
い
圭
ギ

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　
　
　
野
山
を
歩
こ
う

　
翼
・
わ
や
か
な
季
節
ダ
、
4
　
　
あ
な

た
も
野
山
を
歩
い
て
み
表
せ
ん
か

　
巾
教
ム
目
委
員
八
ム
は
、
　
つ
き
の
要
領

て
”
巾
民
オ
リ
エ
ノ
テ
；
リ
ノ
ク
人

会
”
を
開
催
し
圭
一
、

V
日
時
一
h
月
i
　
日
　
’
1
，
剛
瓦
時

▽
集
合
場
肋
一
吊
高
小
》
校

▽
コ
ー
ス
ー
口
甲
萌
小
か
り
日
向
中
周

　
辺
の
劉
一
一
四
・
ハ
、

V
応
募
乃
法
I
h
月
一
　
日
圭
．
・
げ

　
臼
肋
、
氏
名
、
、
一
向
月
日
を
　
教

　
育
委
眞
会
保
健
体
育
課
　
容
2

　
　
　
、
内
線
四
　
八
：
ハ
　
岱

　
へ
お
し
り
せ
一
た
ざ
い

澱
，
熱

ぎ
嚢

（28）白ばらクイズ

　
【
問
題
】

　
ω
込
挙
・
の
期
目
後
に
、
、
、
選
圭
ノ
は

“
洛
選
に
関
し
て
、
）
格
田
名
　
ド
あ
い
ざ

つ
弓
る
ノ
狗
為
は
「
，
d
X
れ
ぜ
い
る

　
V
石
の
う
一
は
ヒ
ん
な
迄
3
か
も

て
は
ま
り
ま
す
か
～
　
気
ロ
ノ
〃
は
力

毛
・
に
1
1
日
い
で
・
、
爪
－
田
」
－
血
爾
凸
U
ウ
、
巾

選
挙
省
卿
委
員
会
あ
て
ハ
月
一
目
ま

て
に
お
出
し
，
・
た
ざ
い

　
“
鮒
名
多
数
の
レ
曳
ほ
、
抽
直
∬

　
人
力
か
た
p
」
記
含
品
を
と
㌧
ち
け

圭
4
　
な
わ
、
は
か
独
i
は
臼
肋
、

　
　
　
　
　
　
　
幽

　
な
あ
、
服
技
は
連
動
の
．
ミ
る
も

の
ア
・
、
・
＼
つ
も
一
腹
㍉
や
ξ
い
も
の
々
一

型
備
「
二
〕
・
た
曰
い
　
由
川
人
の
場
へ
一
－

よ
ト
　
　
　
ノ
ま
ホ

申
二
ろ
一
・
ヒ
も
ざ
ん
レ
遊
へ
な
い

お
父
さ
ん
、
跳
動
千
足
か
ち
の
あ
母

x
ん
か
た
、
参
加
し
て
み
で
は
い
か

カ
ガ
、
5
カ防

犯
標
語
を
募
集

　
こ
レ
一
し
一
月
一
－
実
施
さ
れ
る
”
全

国
防
犯
連
動
”
々
効
…
宋
的
に
拍
巡
4

る
え
め
、
浮
野
犯
協
人
ム
連
へ
口
会
は
、

つ
匁
の
ヒ
お
り
防
犯
榑
諸
を
募
集
し

士
弘
4

＞
募
集
T
ー
マ
ー
空
き
架
の
防
“
、

　
・
目
転
中
次
㎜
鞘
騨
の
防
日

〉
募
集
期
限
ー
ム
月
　
i
　
日

▽
応
募
な
格
－
　
般
お
郵
ひ
児
覧
甲
、

　
弓
・
促
て
、
凸
『
齢
、
円
別
は
問
い
ま

　
せ
ん

V
一
目
ん
法
一
匝
1
1
．
趨
は
か
き
に
　
丁

　
ー
マ
、
　
槽
h
…
　
白
伯
、
木
発
人

　
の
も
の
「
限
る
　
を
鉾
目
（
ニ
ヒ

　
一
噺
、
丸
名
、
向
船
、
哉
業
を
鉾
目

　
f
　
一
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
珂

　
い
て
一
た
ざ
い
　
旧
山
ロ
甲
、
4
徒
は

　
字
恢
名
ヒ
，
～
向
も

▽
込
り
先
　
昌
崎
巾
橘
通
東
　
1
目

　
i
番
　
り
、
県
警
察
本
部
防
犯
少

　
向
課
　
〒
へ
へ
、

　
　
事
業
主
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
二
・
・
’
も
労
働
保
険
の
昭
和
h
i

四
向
度
概
算
保
険
料
レ
一
昭
和
h
i

“
慢
僧
’
生
保
四
囲
力
申
告
、
納
伺
力
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尾たしし
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まつ
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　　声声

　　呂

先い
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　敬一5
ノ）

　称
1略
／、

り
よ

ノ）泳務

　1

1中

卍
ロ丈

り
々

土ll

　　齢

き

り竜
　　話
。己

へ

　

二

7
、

た

番昏i

　　　　3

’L一

l
l

才
1

虚1

巧
期
一
な
り
豪
ー
ノ

　
人
L
p
㌔
、
内
」
明
沢
は
ハ
月
1

　
　
　
一
　
’
一
　
　
　
ウ
π
f
－
　
ー

ハ
日
　
プ
な
　
　
〔
旨
二
一
り
　
　
徊
’
弓
才

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　

コ
ユ
ぐ
ま

“
》
，
二
、
㌧
る
よ
，
一
　
1
1
畳
－
｝
’
一

な
る
へ
く
甲
H
（
四
月
木
H
ま
て

r
1
1
生
山
旧
し
て
一
た
ざ
・
い

　
弓
　
　
‘

　
キ
戸
　
噌
、
　
粋
ー
ー
μ
ー
レ
㍉
円
一
1
　
一
，
k
一
ー
ー
ノ

　
　
≠
！
　
　
　
　
一
　
’
一
　
　
一
　
　
　
l
H
　
i
　
　
J
f

圭
し
た
一
回
フ
レ
ノ
ト
、
劇
業
一
の

み
な
艦
圭
、
　
て
条
早
し
た
ヒ
お
り
、

説
明
ヘ
ム
レ
一
集
躍
り
受
付
キ
r
明
い
ま
弓
の

て
、
　
ハ
ン
フ
レ
ノ
ー
を
よ
く
，
瓶
ん
だ

う
え
説
明
会
に
出
席
し
、
ま
た
集
合

’
，
一
霞
キ
一
二
利
田
川
，
・
た
絃
い

　
な
お
、
疑
義
、
ロ
U
見
な
ヒ
あ
り
ま

し
た
り
、
昌
崎
労
働
基
長
局
、
昌
崎

県
屠
用
保
険
課
ま
た
は
最
訂
り
の
労

働
北
画
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